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○議事日程

平成２３年第４回定例会議事日程（１日目）

平成２３年１２月６日　午前１０時００分　開会

日程第　１　会議録署名議員の指名

日程第　２　会期の決定

日程第　３　諸般の報告

日程第　４　同意第　３号　上毛町教育委員会委員の任命について
日程第　５　議案第４６号　上毛町税条例等の一部を改正する条例について
日程第　６　議案第４７号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　７　議案第４８号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　８　議案第４９号　上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について
日程第　９　議案第５０号　上毛町西友枝体験交流センター条例の制定について
日程第１０　議案第５１号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について
日程第１１　議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）
日程第１２　議案第５３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
日程第１３　議案第５４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
日程第１４　議案第５５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
日程第１５　発議第　４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）
日程第１６　発議第　５号　原子力発電からの脱却に関する意見書（案）
○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）定刻となりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２３年第４回上毛町議会定例会を開催します。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますのでごらんください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、１１番　大山議員、１番　宮本議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。お手元の運営資料をごらんください。
　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いいたしたところ、１２月２日運営委員会を開催いただき、今期定例会の会期を本日から１６日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日から１６日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から１６日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本定例会に提出された議案は、町長から同意案１件、条例案５件、予算案４件、その他１件の計１１議案と、議員から提出された発議２件の計１３議案であります。

　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出議案については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、同意第３号については本日審議・採決を行い、残りの議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　議員から提出された発議第４号及び発議第５号については、提出者の趣旨説明を受け、質疑の後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。

　ここで皆様にお願いしますが、本日、審議・採決を予定している議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　１２月９日、１０日に本会議を開催し、一般質問を行う予定です。９日に一般質問が全部終了すれば、１０日は休会とします。

　１２月１２日を文教・厚生常任委員会、１２月１３日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。

　１２月１６日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。

　ただいま報告しました議会の運営事項につきましては、議会運営委員会で協議し決定を受けておりますので御報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席いただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４同意第３号、日程第５議案第４６号、日程第６議案第４７号、日程第７議案第４８号、日程第８議案第４９号、日程第９議案第５０号、日程第１０議案第５１号、日程第１１議案第５２号、日程第１２議案第５３号、日程第１３議案第５４号、日程第１４議案第５５号、以上１１件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。提案理由の説明をさせていただきます。その前に、所信を少しだけ述べさせていただきます。
　本日ここに、平成２３年第４回上毛町町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中、御参集をいただきました。心から深く感謝申し上げます。

　さて、９月議会後３カ月、東日本大震災から９カ月が過ぎ、寒さが身にしみる冬を迎えようとしている今、被害に耐え、心身を強く持ち、協力し、支え合ってきた被災された方々の心情を思いますと、期待される復旧・復興または原発事故収束は進まず、内閣または政治の責任の重大さ、かつ対応遅延を痛感するところであります。可能であれば、地域にこたえる早急な決断と努力を節に願うところでもあります。

　改めて国政を見ますと、第三次補正を初め今後の増税とりわけ消費税、また環太平洋パートナーシップ、いわゆるＴＰＰの議論等のありようは、議論、話し合いはあっても結論は定まらず、協議協議と先送りのみが目立ち、中身は国民に詳細には伝わらず、まさに国民不在、政治不信が募る今日であると思っております。
　先般の大阪維新の会の勝利は、既成政党への大きな警鐘となったでありましょう。しかし、それにしても、その後の各党の維新の会への対応さらには政権内の言語道断な発言等は、我々には理解不能なものが続き、今後の国政はもとより、大きく言えば我が国の将来さえも危惧、懸念されるところであります。
　私たちの上毛町でありますが、議員各位を初め、町民の支援、協力により、行財政ともに健全に推移し、まちづくりもまた計画どおりおおむね実施できていると考えております。皆様に深く感謝申し上げる次第であります。
　では、これより提案理由を順次説明申し上げます。
　今議会に提出しております案件は、人事案件１件、条例案件５件、補正予算４件、その他１件の計１１案件であります。
　同意第３号、上毛町教育委員会委員の任命について。礒貝良洋氏の任期が平成２３年１２月１１日で満了することに伴い、引き続き豊富な経験と高い教育識見を有する礒貝氏を再任することについて同意を求めるものであります。
　議案第４６号、上毛町税条例の一部を改正する条例について。罰則の強化、軽減税率の延長等に係る地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、これに準じて本税条例の改正を行うものであります。

　議案第４７号、上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について。父子家庭への範囲拡大に係る児童扶養手当法の一部改正に伴い、本条例について所要の改正を行うものであります。
　議案第４８号、上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について。障害者自立支援法及び児童福祉法の一部改正に伴い、本条例について修正、削除等、所要の改正を行うものであります。
　議案第４９号、上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について。上毛町立築上東中学校の校名を改め、上毛町立上毛中学校とすることに伴い、設置条例の改正を行うものであります。
　議案第５０号、上毛町西友枝体験交流センター条例の制定について。現在、改修工事が進捗中でありますが、その旧西友枝小学校校舎について、完成後、上毛町西友枝体験交流センターとして設置、管理するため、地方自治法に基づき条例を制定するものであります。
　議案第５１号、定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について。上毛町と中津市において、平成２１年度に締結した本協定書の協定項目である定住・移住促進の項目について、その取り組みについてより具体的に明文化、推進を図ってまいるためのものであります。
　議案第５２号、平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）であります。今回の補正額は、２,６５９万２,０００円を追加し、歳入歳出予算総額４９億８,０７３万９,０００円であります。歳出の主なものは、総務費では９月の定例議会において御指摘のあった公共施設の障害者用駐車場の点検を行い、必要と認められる箇所の修繕費用、また旧築上東高等学校跡地の交差点付近のブロック塀が交通安全上支障があるため、一部を撤去する費用、西友枝体験交流センター設置に伴い、施設内の備品、消耗品等の必要最小限の資材の購入費用を、旧校舎改修工事入札による執行残の一部を予算の組みかえによりお願いするものであります。
　民生費では、国民健康保険特別会計において、出産育児一時金等の不足に伴う繰出金の計上、配食サービス、また障害者自立支援事業等において扶助費を増額補正し、必要とされる事業量の増加見込みに対応するためのものであります。
　衛生費では、宮崎農園土砂埋め立てに係る土壌検査にダイオキシンの検査を加えたため、９月定例議会において御可決をいただきました予算額に不足が生じましたので、今回追加費用をお願いするものであります。
　農林水産業費では、県営事業に係る大ノ瀬大池の堤体漏水工事に係る事前調査の結果、別の箇所においても波受けブロックの陥没等補修が必要となったことによる負担金の増額、町有林管理業務で瓦岳の下刈り、間伐を追加実施するため、委託経費を計上いたしました。また、行橋農林管内における、５カ年計画で行う荒廃森林再生事業が管内調整で事業量が減少したための委託経費の減額等を行うものでもあります。
　土木費では、翌年度に実施予定でありました土佐井西地区農道舗装工事が、県農村環境整備事業の関連で本年度実施可能となりましたので、その工事費用等、また地域活力基盤創造交付金事業では、国庫補助金の減額による事業費の減額補正及びスマートインターチェンジ連結道路測量設計業務委託の入札において生じた執行残額の用地取得費への一部組みかえ、また、住宅費では、新池団地屋根外壁吹きかえ工事に係る設計段階において、家屋の老朽化した部分の補修が必要となりましたので、その追加工事費を計上いたしております。
　消防費では、消防団員１名が１０月３１日付で退職したことによる退職報奨金の計上、教育費では、築上東中学校の校名変更に伴う制服の刺しゅう補正費用、部活ユニフォーム及び校旗等備品類の購入費用等を計上いたしております。
　以上、お願いするのが補正予算の関係でございます。

　今回の補正財源といたしましては、特定財源では土地改良事業分担金、国及び県の各種補助金等で５０４万７,０００円を充当し、一般財源としては普通交付税で２,１５４万５,０００円を充当いたしております。なお、今回、市町村振興宝くじ交付金１億円が特定財源として交付されましたので、既定予算の一般財源と振りかえ、減債基金からの繰入金１億円は一般財源で賄えることとなりました。御理解をよろしくお願い申し上げます。
　議案第５３号、平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回の補正額は５４１万７,０００円を追加し、歳入歳出予算総額９億９,３５９万１,０００円であります。
　歳出で主なものは、翌年度より被保険者証をカード形式にするための必要経費、出産育児一時金及び葬祭費の今後の所要見込み額の増加に伴う追加費用を計上いたしております。財源は国庫補助金、一般会計繰入金及び前年度繰越金を充当するものであります。
　議案第５４号、平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、今回の補正額は６万円を追加し、歳入歳出予算総額５,９３７万２,０００円であります。職員の１０月から１月分支給の子ども手当を計上したものであります。財源は、一般会計繰入金であります。
　議案第５５号、平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。今回の補正額は７５万円を追加し、歳入歳出予算総額８,１２９万円であります。原井地区の漏水検査を実施した結果、漏水箇所の特定ができましたため、早急に修繕を行うことといたしました。財源は、前年度繰越金を充当することといたしております。
　以上、概略を御説明申し上げましたけれども、いずれも重要な案件でございますので、慎重な御審議をいただき、なおかつ御同意、御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。
　どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。

　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議・採決する予定の議案に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑はありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）議案第４６号ですが、罰則の強化と税の軽減の延長ということでありますが、罰則の強化はわかりますが、税の軽減についてはどういうものがあるのか。それから、租税特別措置法について、どのように改正されているのかお尋ねします。
　それから、５１号ですが、定住自立圏の形成に関する協定の一部変更に関する協定についてです。１５条の２に「部会を設置する」とうたわれていますが、この部会を構成するメンバーはどのような方が選ばれるのか。また、部会の働きとその権限についてお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）税務課長。

○税務課長（福田正晴君）最初御質問いただいた軽減のほうでございますが、資料のほうにもつけておりますが、大きく今回上げているのが上場株式の配当の譲渡所得等に対する軽減税率適用期限を２年間の延長ということで、軽減につきましては、従来の５％の税がかかるんでございますが、３％というこの期間を２５年の１２月３１日まで延ばすということが１つでございます。
　もう１つ、非課税口座内上場株式等の譲渡に係る所得計算の特例の関係でございますが、この関係につきましては、平成２７年度まで２年の延長をする、この２点でございます。
　それともう１つ、罰則の関係でございますが、罰則につきましては、課税の適正化を図り、税制への信頼を確保するために今回行われております。その中の租税特別措置法につきましては、国税関係の課税の特例に関する法律でございます。この点の改正については、特に今回条例のほうに関係しておりませんので、詳細については把握しておりません。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、議案第５１号について御説明いたします。
　１５条の中で「乙は甲及び関係自治体で構成する」と書いております。今、定住自立圏でこの定住、移住促進について結んでいるのは、上毛町と中津市でございます。今回、中津市と豊前市が同じ内容で締結をすると聞いておりますので、中津市と上毛町、それから新たに結ばれる豊前市等で移住への受け入れ体制充実のために職員が出て、それのための調査研究を行う部会を設置するということでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。
　安元議員。
○６番（安元慶彦君）議案第５０号、西友枝の体験交流の関係でございますが、その中の第４条、指定管理者の関係ですが、これは公募することになるのかという点と、前回、先般の臨時議会で給与条例の改正を行っておりますが、これは人勧による関係ですが、今回の補正予算を見ますと少額が上がっております。これに該当する職員の数をお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）１点目の４条に関する件ですが、公募するかどうかということですが、今のところ公共的団体において効果的に達することができるということで、町長が認めるときは公募をしないでいいということで、公募をしない方向で検討しております。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）今度の人事院勧告で減額対象となる職員の数という御質問でよろしいでしょうか。

○６番（安元慶彦君）はい。

○総務課長（矢野洋一君）今回の減額改定対象職員は、おおむね４０歳以上ということは前回の臨時会でも申し上げましたが、４９名でございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）４９名の方が該当する。それで、１２万何ぼが予算書に載っているね。その額でおさまるわけですか。１人当たりが非常に少ないというわけですね。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）今回の補正予算に関しては、すべての職員を対象に減額しているわけではございませんで、今回、別の関係で影響している部分だけを修正しておりますので、今回、補正予算の中で全員を対象として減額しているものではないということでございます。
○６番（安元慶彦君）４９名ね。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）同じ３条ですけれども、これは体験交流事業並びに地域活性化のための、それに関する事業ということですが、いわゆる地産地消という点での農産物等々、物品の販売、いわゆる営利事業という意味では、全く行わないんでしょうか。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）３条の関係なんですが、西友枝産の直売は、前回も若干申し上げたと思いますが、そういった販売も行って、それに対する手数料等の収益も見込んでおります。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。宮崎議員。
○３番（宮崎昌宗君）議案第５０号の件ですけど、指定管理制度ということで、町内にもほかに指定管理をされている施設もありますから、それと同様に指定管理料を町が払うという考えであるのか。また、例えば指定管理ということで幾ら以上の修繕費は町が負担するという取り決めがあると思います。その辺は今どのように取り決めていますか。

○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）指定管理料は町のほうにお願いするように予定しております。それから、修繕費等につきましては、基本協定書の中で定めたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）まだ金額は決まらないかと思いますけど、指定管理料をほかの名目でも支払う予定があれば、概算的に１００万ぐらいとか２００万ぐらいとかあると思いますけど、どのくらいを予定されているんですか。
○議長（坪根秀介君）総合窓口課長。

○総合窓口課長（末松克美君）今のところ、経常経費的な金額ということで、百二、三十万を予定しております。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員、３回目です。

○３番（宮崎昌宗君）前の全協あたりで、町長は、１年ぐらいはみるけど後はみないというような考えであるということを発言していたと思いますけど、そのような状況なのか、それとも定期的にはみていこうというような話なんですか。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）基本的には自主自立と。地域もまたそうであろうと思っておりますので、役員の皆さん方には、そういう町の方針ということは申し上げております。
　しかしながら、地域の活性ということを考えてみますと、それで果たして効果が上がるような経営ができるかどうかというのは、多少は懸念する部分があろうかと思いますけれども、基本方針はそうだということで申し上げております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１５、発議第４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　増矢議員。
○７番（増矢年克君）健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）でございます。
　内容は、皆さんに差し上げたとおりでございますが、本町におかれましては、今、皆さんも御存じのように、少子化・高齢化が進み、そして医療費が年々増加しております。そして、収入面におきましては、高齢化で収入がないと。そういう中で、今騒がれておりますように、年金も下がろうかというような段階でございます。
　ただ、加入者の中には、年金と農業の収入しかない人もいます。農業に対しては、今、国の政策によりまして担い手、担い手ができなければ営農組合という段階で、もう農業の収入も本当にゼロに近いわけです。ただ、年金だけで、国保で賄っていかなければならない時代が来ておるわけです。そのためには、国の方策を変えてもらって、国に負担を引き上げてもらいたいというのが、この趣旨でございます。
　どうか皆さん、この趣旨を御理解いただきまして、ぜひ賛同願いたいと思います。簡単ですが、以上です。
○議長（坪根秀介君）増矢議員の趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。

　安元議員。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）せっかくの機会といいますか、意見でございますから、ちょっと参考に。提案者に尋ねなくても、ここに課長がいますから、ちょっと参考にお尋ねしたいと思いますが、この年金者とか高齢者が、本町の国保の中でどれだけのウエイトを占めているか、わかれば。

○議長（坪根秀介君）安元議員、提案理由の説明者は増矢議員なので。

○６番（安元慶彦君）いや議長、参考にですよ。私どもが判断するのに、ここにたまたま課長がいますから、わかればというふうに私は思ったんです。悪かったら悪いでいいよ。持っていない。じゃあいいです。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、増矢議員の発議第４号の趣旨説明に対する質疑を終了します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１６、発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）原子力発電からの脱却に関する意見書（案）の趣旨説明を行います。
　まず最初に、なぜ原発からの脱却が必要なのかについて述べさせていただきます。原発事故はほかの事故、例えば飛行機事故、列車事故、自動車事故と違う異質な危険があるということです。原発事故が起きると、莫大な放射能が外部に漏れ出したら、それを抑える手段がなく、被害が空間的にどこまでも広がっていく。時間的にも、急性障害もありますが、慢性的にも、例えばがんなどになる確率が高くなり、何十年先まで危険が及ぶ。社会的には、１つの地域社会が成り立たなくなるような危険をもたらす。原発事故は、空間的にも時間的にも社会的にも被害に限度がない。このような事故は、原発以外に見当たらない。そういう異質な危険がある技術を利用していいのかどうかが問われています。
　原発の危険の一番の本質は、死の灰にある。１００万キロワットの原発は、１日に、広島型原爆の３発分の死の灰をつくります。年間では、１,０００発分の死の灰がたまっていく。これを安全に閉じ込めておく技術がないことは、スリーマイル、チェルノブイリ、福島の事故で証明しました。原発は軽水炉が中心です。軽水炉は水で冷やし続けて、かろうじて安全が保たれます。水がなくなった途端にメルトダウンが起こり、大変なことになります。使用済み核燃料を後始末する技術もありません。

　今、青森県六ケ所村に再処理工場がありますが、事故だらけでほとんど稼働していません。使用済み核燃料は剪断して硝酸の入っているプールで溶かし、そして、プルトニウムとウラン等、高レベルの放射性物質に分ける。この工程過程自体も危険と言われていますが、結局、高レベルの放射性物質がつくられ、それをガラスの中に閉じ込めて土の中に埋める。これは何万年もの放射能が残る。何万年も先の人間が、日本語、英語が読めるであろうか。それくらいとんでもない処分方法だということです。
　次に、原発にかわるエネルギーについて述べます。日本の自然エネルギーは、現在の技術や社会的制約などを考慮し、実際のエネルギーとなり得る資源量は、太陽光、水力、地熱、風力だけでも、環境省の資料によると、２０億キロワットです。これは、日本にある原発設備の電力供給量の約１０倍、原発５４基の原発能力の約４０倍です。

　この５年間に、原子力対策に２兆円以上の税金がつぎ込まれましたが、自然エネルギーは６,５００億円にも達していません。このお金を自然エネルギー対策に使えば、近い将来は原発なしでも電力供給は確保できるのではないでしょうか。
　次に、原発ゼロに向けた取り組みについて述べさせていただきます。原発の設計想定年数は３０年から４０年です。日本にある原発５４基のうち、運転開始から４０年を超えた原発が３基、３０年から４０年を経過した原発が１６基、５年後には３０年以上が半数を超えます。地震、津波対策についてはどの程度想定しているのか。原発の最も潜在的な危険性とその対策を住民にきちんと説明する責任が、国と電力会社にあります。原発は運転停止から廃炉まで２０年程度かかります。その過程で放射能が外部に流出しないようにしなければなりません。さらに、使用済み核燃料の処理技術を確立し、処理作業が終了するまで、核廃棄物を環境から厳重に隔離、排除することが求められる。そのために、強力な権限と体制を持った規制機関の確立が求められます。
　皆さんの慎重なる御審議をお願いいたしまして、趣旨説明を終わります。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。
　趣旨説明に対する質疑を行います。
　三田議員。

○５番（三田敏和君）１点だけお伺いをいたします。今、述べられた原発に対することについては、私も非常に恐怖を感じているところでございますが、先般も佐賀で廃材を受け入れることに対して、地域から反する意見やメール等が非常に多く出たというようなことで、風評被害、そして人体に与える影響ははかり知れないと思います。
　この中で「期限を定めて」というような表現を使われておりますが、提出者としてその期限をどのようなものとして考えておられるのか。非常にコスト面も高くつくと言われている中で、どのようにお考えなのか、説明をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ここで具体的に何年と言うことはできないと思いますが、ただ、原発というのは、説明もしたように、あと５年で、３０年を超える原発が日本で半数を超えるということであります。専門的な方は、３０年を超えると、事故が起こって急激に冷やすと破裂する可能性が高くなることがあると言われています。
　ですから、福島での原発事故が起きて、３０年以上、４０年たった原発を、もしそのように急激に原子炉を冷やすと破裂する、放射能が出てしまうという危険があります。期限は、もうそんなに長くは待てないと思います。原子炉の耐用年数を考えて、私は当然やるべきだと思います。ですから、そんなに待つ時間はないと思います。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）言われたことは十分わかる中で、「期限」と明確にうたってあるので、おおよそどのくらいと思われておるのか、そこだけお聞かせください。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）期限というのは、これを実施しようと踏み切った政権が最終的には決めることになると思いますが、私が期限を考える場合に、今の日本の原発の耐用年数からしてどのくらいの猶予があるのかなと。それと、技術面と財政面の問題があります。それを総合的に判断して、できるだけ早く解決するということが必要だと思います。ですから、５年だとか１０年だとかいう、そういう明確なことを今ここで言うのが正しいかどうかというのは、私は問題があると思います。以上、そういう趣旨だけお酌み願いたいと思います。
○議長（坪根秀介君）三田議員、よろしいですか。

○５番（三田敏和君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに。宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）非常にこの内容は、国民感情からすれば全く賛同するものでございますけれども、現実を直視した場合、この夏あるいはこの冬もそうでございますが、節電を余儀なくされている現状がございます。恐らく、国としては国策として、全力で自然エネルギーの構成比を上げるべく努力をしている、今後もそれに力を入れていくはずでございますが、今、ゼロにしようということですけど、現実的にはゼロにはならないと思うんですね。つまり、ゼロになるとはどういうことかというと、自然エネルギーの開発が増大して、結局、国内需要電力に耐え得る自然エネルギーが完成した時点が、初めて原子力エネルギーが必要とされなくなる時点と解釈せざるを得ない。したがって、茂呂議員がおっしゃる「期限を切って」ということは、国策的には５年後、１０年後、２０年後というめどはつけようとは思いますが、現実的には難しいんじゃないかと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）現在使われている発電能力ですが、２億２,０００万キロワット。ですから、自然エネルギーで２０億キロワットと環境省は発表しています。どういうものが大きいのかというと、風力発電、海洋風力です。日本はそういう資源が多いということです。今、九大でもこれを研究していると聞いていますが、こういう研究を急いで、日本の国家予算を使っていくということで、私もこの趣旨説明で述べましたけれど、今まで５年間で原子力に２兆円の金を使った。それから、普通の自然エネルギーには６,５００億しか使ってこなかったということで、そうではなくて、今後は自然エネルギーのほうに変えていくために、国の予算を全部自然エネルギーのほうに使っていくという過程の中でしか解決できないと思います。そういうことであります。
○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）おっしゃるとおりだと思います。ですから、今まで原子力に使っていた費用は恐らく軽減されていきましょうし、その分は自然エネルギーのほうに転換していくのは当たり前だと思います。それをやったとしても、現状の原発の電力全体に対する構成比というのは、すぐには下がりようがないんじゃないかと思います。まだ、自然エネルギーというのは、実際に使用する現実の電力というよりも、研究開発段階のほうが多いわけでございまして、そういう意味では、議員のおっしゃる「期限を切って」というのは、非現実的ではないかと思います。ということで、自然エネルギーが国内需要電力に対応できる段階になって、その段階で原発に極力依存しないということになろうかと思いますから、期限設定ということは、国にとっても政府にとっても難しい表現じゃないかと思います。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）御存じのとおり、ドイツは今後原発をつくらないということを言いました。ですから、それに向かってドイツは進んでいくだろうと思います。日本も早くそういう方向に行かざるを得ないと思います。原発は耐用年数がありますから、それを超えて使うということは非常に危険でありますので。ですから、それまでには解決していかなければならないと思います。以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかに。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）我が国は、原発の技術云々を外国に輸出しているわけだよね。野田政権についても、ごく最近提携をしたということも報道されておりますがね。そうしたことの整合性を、議員はどうお考えになっているか。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）日本は、原発技術がすぐれているから外国に輸出するということを言われています。しかし、私はこれはとんでもないことだと思います。日本が輸出する先は、たしか砂漠の国だったと思います。日本のように地震が多い国です。大体、日本の原発というのは軽水炉ですから、水がないととんでもないことになるわけですよ。炉が溶けてしまいますよ。そういう国に、この日本の技術を、軽水炉を輸出するということ自体、世界の環境を汚染するようになります。そういうことは、絶対に避けなければならないと思います。
　そして、原発は、言ったように死の灰をつくります。これに対する処理能力は、今のところありません。日本で、青森県の六ヶ所村にそれがあるわけですが、ほとんど稼働していないと。毎日新聞も、今月の何日でしたか……。
○１０番（亀頭寿太郎君）もう簡単でいいです。

○８番（茂呂孝志君）言われましたから、私の知っている範囲で答えます。
○１０番（亀頭寿太郎君）共産党の案だからね。

○８番（茂呂孝志君）これは毎日新聞に書いているんですよ。六ヶ所村のこれは、金がかかり過ぎて、東電も撤退したいということを書いているんですよ。ですから、いかにこれが無茶苦茶な技術かということです。そして、この六ヶ所村で処理したのは高レベルの放射能ですから、これは何万年もなかなか半減しないということです。それをだれが管理するのかということになります。日本語では、英語でこれが危険な物質であるということは書きましょうけど、何万年先の人類がそれを読むことはできないと思います。そのくらい危険だと。そのくらいまだ放射能をなくす技術はないということだけを、そういう点について私は強調しておきたいと思います。まだ非常に危険な技術だと思います。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。
○８番（茂呂孝志君）はい。
○議長（坪根秀介君）宮本議員、亀頭議員におかれましては、所管の委員会で十分にやっていただきたいと思います。
　ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから、本日審議・採決を行う議案の上程を行います。
　日程第４、同意第３号　上毛町教育委員会委員の任命についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（矢野洋一君）私から、同意第３号について御説明を申し上げます。上毛町教育委員会委員の任命について。上毛町教育委員会委員に次の者を任命することについて、議会の同意を求める。平成２３年１２月６日提出。上毛町長、鶴田忠良。
　氏名、礒貝良洋。生年月日、昭和３７年７月２日生まれ。住所、上毛町大字宇野１１６２番地１。
　理由といたしましては、上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるというものでございまして、町長の提案理由で御説明がありましたように、再任ということでお願いするものでございます。
　もう１枚めくっていただきますと、礒貝氏の履歴書を添えておりますので、御参考にごらんいただきたいと思います。以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、前回のこの教育委員の任命案件についても、意見を述べ、反対をしてきましたけれども、今回またわかりやすく言いますと、南吉校区といいますか、地域から３名の委員がなると。最初に断っておきますけれども、本日提案されている方については、町長の説明の中にありましたように、豊富な経験と識見を有するということで再任ということでございました。立派な方だと私も思っております。ただ、５名の教育委員の中に一定の地域から３名が占めておると。
　そういう中で、地域根性を言うようなことになるかもわかりませんけど、私は、西吉富校区には今までいた委員がゼロになったと、前回からそういうことになってきておるわけでございますけれども、前回のときの町長の説明では、本町は大分県に接して、大分県の高等学校に行く関係で、大分県で高校の先生をされておった方が、これから先、そういった受験者の枠どりといいますか、そういうことの中で力を発揮してもらうために、こういうことになったんだという説明を受けました。それは、そういうことであったかもわかりませんけれども、私どもとしては、何かすっきりしないというものもあります。
　話がちょっとそれるかもわかりませんけれども、今回、大分県のほうで高校再編をやって、中津北高が６０名ぐらい定員を減らすというようなことで、この県境のところは非常に厳しい状況になるんではないかなと思っております。そういう中で、そういう方が本町で教育委員をしておることは、こういう大変な厳しい中でもって大いに力を発揮してくれるだろうとは思っておりますけれども、どうしても今回また１名の改選の中で、この南地区のほうから３名の教育委員だと。どうもひとつ……。

　先ほど町長が申しましたように、民主党政権は国民不在だと。私どもにいたしましては、町民不在といっても当てはまるんじゃないかという感じもしておりますが、そういうことで、今回そういう配慮ができなかったのかどうかひとつお尋ねをいたしたいと思います。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）今、最後の結論で議員がおっしゃったように、全体を見渡しまして、小学校、中学校に在籍する子供の保護者というのが１つの条件でございます。そのことを勘案したしますと、礒貝氏以外には見当たらないということでありました。
　総論的に申し上げまして、合併あるいは合併前の各地域のそれぞれの特性というのはあるわけでございますけれども、しかし、私はそういう地域のことを考えながら人選をするという時代ではないだろうとも思っておりますし、なおかつ、先ほど結論を申し上げましたけれども、条件に適合するということから勘案いたしましても、この方の再任についてはぜひ御理解いただきたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）安元議員、よろしいですか。

　ほかに質疑はございませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）教育委員の任命については、以前、氏名も経歴も出さずに、採決の当日の数時間前に私たちが目にするということが何度かありました。今回は事前に配付されていますが、そうなった経緯、それから以前氏名を当日配付していた理由についてお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）以前のことについては私も存じ上げません。どういう経緯でそうやったかについては存じ上げませんが、今回の場合、再任ということで、今回の形で提案をさせていただいております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）課長は引き継いでいるわけですから、そういうことは聞いていないんでしょうが、提出者については、その点についてどのような形で、今回は事前に氏名、経歴をきちんと出して配付したのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）今回の場合、ただいま総務課長が申し上げたとおりでございまして、それ以上でもそれ以下でもございません。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）再任ということですね。そういうふうに理解しますよ。過去に、再任の場合に氏名をきちんと出していたのかどうか、今後私も調べてみます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）この教育委員の選任の件でございますが、法の改正によって保護者の代表ということの選任案件だと思うんです。そうした過程においてから、小学校、中学校で合わせて５校ですかね。その中で、大体保護者の代表云々ということになれば、学校、保護者の中からＰＴＡの会長というのを、子供がおらんでなっとるのもおるかもわからんけれど、そうしたことは常識的には考えられませんけど、そうした人あたりも対象としてお考えになられておったことと思いますが、その点についてはどうですか。
○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）ＰＴＡの会長という視点は考えておりません。理由は、ＰＴＡの会長さんは、よく考えてみますと大体２年ぐらいでやめられるわけですね。ですから、教育委員というのは任期が４年でございますので、その件はちょっと条件に外れるということでありますので、そういうことを勘案いたしました。
○１０番（亀頭寿太郎君）以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり同意することに、賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、同意第３号、上毛町教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これから議案の委員会付託を行います。

　１２月２日、議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　議会運営資料３ページをごらんください。なお、付託議案の朗読に際しても、議案名朗読は省略します。
　議案第４６号、議案第５０号、議案第５１号、議案第５２号（所管分）、議案第５４号、議案第５５号、発議第５号の７件は、総務、産業・建設常任委員会へ。

　議案第４７号、議案第４８号、議案第４９号、議案第５２号（所管分）、議案第５３号、発議第４号の６件は、文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決しました。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。

　運営資料５ページ、委員会日程表（案）をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程（案）のとおりに決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料、委員会日程表のとおり開催することに決定しました。
　以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１１時００分

　　　平成２３年１２月６日
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